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大和魂 〜みんなで創ろう大きな和〜

青
年
部

コ
ー
ナ
ー

No.473
萩商工会議所

青年部

現会員数40名

８
月
30
日
㈯

に
令
和
７
年
度

山
口
県
商
工
会

議
所
青
年
部
連

合
会
第
３
回
会

長
会
議
が
山
陽

Ｙ
Ｅ
Ｇ
主
幹
の
下
開
催
さ
れ
、

田
中
副
会
長
、
県
青
連
広
報

委
員
会
に
出
向
し
て
い
る
林

靜
江
君
と
共
に
出
席
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
萩
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で

は
12
月
に
行
わ
れ
ま
す
第
４

回
会
長
会
議
を
主
管
す
る
事

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

関
連
す
る
資
料
を
説
明
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
そ
の

翌
日
に
は
県
青
連
親
睦
ゴ
ル

フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の

前
夜
祭
が
山
陽
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、
ゴ

ル
フ
大
会
主
催
の
宇
部
Ｙ
Ｅ

Ｇ
共
同
で
開
催
さ
れ
、
さ
ら

な
る
親
睦
を
深
め
る
事
が
出

来
ま
し
た
。

白
井
　
大
和

第
３
回
会
長
会
議

～みんなで創ろう大きな和～～みんなで創ろう大きな和～～みんなで創ろう大きな和～

８
月
31
日
㈰
に
開
催
さ
れ
た

第
26
回
山
口
県
商
工
会
議
所
青

年
部
連
合
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

（
宇
部
大
会
）
に
、
萩
Ｙ
Ｅ
Ｇ

の
精
鋭
メ
ン
バ
ー
で
参
加
し
ま

し
た
。
当
日
は
ゴ
ル
フ
に
不
向

き
な
ほ
ど
の
快
晴
で
、
参
加
者

は
皆
日
焼
け
し
な
が
ら
、
宇
部

72
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
江
畑
池

コ
ー
ス
の
難
易
度
の
高
い
コ
ー

ス
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
厳
し
い

環
境
の
中
、
涙
を
流
し
な
が
ら

も
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

他
単
会
の
メ
ン
バ
ー
と
の

楽
し
い
交
流
や
素
晴
ら
し
い

プ
レ
ー
を
見
る
こ
と
も
で
き
、

あ
っ
と
い

う
間
の
一

日
で
し
た
。

参
加
さ
れ

た
皆
様
、

暑
い
中
お

疲
れ
様
で

し
た
。

中
島
　
法
收

第
26
回
県
青
連

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

宇
部
大
会

８
月
22
日
㈮
に
８
月
全
員

協
議
会
を
開
催
し
、
併
せ
て

人
財
増
強
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
委
員
会

に
よ
る
会
員
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
は

「
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
に
つ
い

て
」
で
、
山
口
銀
行
の
中
村

直
哉
君
に
講
演
い
た
だ
き
、

資
産
形
成
の
重
要
性
を
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
「
投
資
＝
一
部
の
人
が
行

う
も
の
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
た
部
分
も
あ
り

ま
し
た
が
、
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の

制
度
設
計
、
非
課
税
枠
の
拡

充
、
長
期
投
資
を
支
援
す
る

仕
組
み
を
学
び
、
私
た
ち
現

役
世
代
に
と
っ
て
非
常
に
有

意
義
な
制
度
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

青
年
経
済
人
と
し
て
、
今

後
は
こ
の
知
識
を
自
身
の
経

営
や
生
活
に
活
か
す
だ
け
で

な
く
、
地
域
経
済
を
担
う
一

員
と
し
て
、
仲
間
と
と
も
に

情
報
を
共
有
し
、
堅
実
で
持

続
可
能
な
資
産
形
成
に
取
り

８
月
全
員
協
議
会

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

野
間
　
和
博


